
福島大学水泳プール使用者心得 

 
制  定 昭和 58年 3月 30日 

1． 次の者は、プールの使用を禁止する。 
(1) プールの使用を許可されていない者 
(2) 感染症疾患者及び身体に異常が認められる者 
(3) 空腹又は食事直後の者 
(4) 激しい運動をした直後の者 
(5) 酒気を帯びている者 
２．事故防止のため、プール内ではお互いに監視し合い、１人では使用しないこと。 
３．事故が発生したときは、直ちに救助・医師への連絡等必要に応じて緊急措置をすると

ともに、担当窓口に連絡すること。 
４．プールでの次の行為を禁止する。 
（1）許可された時間以外の使用 
（2）土足での入場 
（3）飲食（ただし、水分補給として水・スポーツドリンクについては可） 
（4）長時間の入水 
（5）悪ふざけ等他人に迷惑及び危険を及ぼす行為 
（6）ビン類、金属類及びその他危険物の持込 
（7）サンオイルの使用 
５．使用前に必ず用便をすませ、準備運動は入念に行うこと。 
６．入水前には、必ずシャワーを浴びること。 
７．水泳中は、必ず水泳帽を着用すること（担当窓口に備えてある）。 
８．たん、だ液及び鼻水は必ずオーバーフローにすること。 
９．終了後は、必ずシャワーを浴びること。  
10．プールはお互いに清潔に保つように心掛けること。 
11．担当窓口および施設担当職員の指示にしたがうこと。 
   附   則 

この心得は、平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

この心得は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 
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